
第33回「交響詩ひめじ」
合唱コンクール

交響詩ひめじ

日　　時日　　時

会　　場会　　場

部　　門

参 加 料

申込締切

未来に歌い継ぐ、ふるさと讃歌

参加団体募集

令和5年（2023年）2月5日（日）13：00開始
パルナソスホール（姫路市立姫路高等学校音楽ホール）

小学生・中学生の部／高校生・一般の部

令和4年（2022年）12月19日（月）必着

主催：姫路市、公益財団法人姫路市文化国際交流財団
後援：兵庫県合唱連盟

無料

「交響詩ひめじ」は、姫路市制百周年を記念して、制作されました。
市民のだれもがいつでもどこでも演奏でき、歌い続けられるためには、どのよう
な編成でも、また一部分でも演奏可能なものであることが望ましいと考え、合
唱組曲の形式を採用しました。
作詩は、ふるさとを愛する心を織り込み「姫路」の名を世界へと飛翔させるた
め、何よりも地元を熟知されている歌人の川口汐子氏に、作曲は、音楽を愛する
人々の心に響くものを求めて、世界的にも著名な作曲家である池辺晋一郎氏に
依頼したものです。
市民の間で末永く愛され、親しまれるふるさと讃歌として歌い継いでいきます。

作詩　川口 汐子
作曲　池辺 晋一郎
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書込申加参　ルークンコ唱合」じめひ詩響交「 回33第
団体名等

団体名
ふりがな

代表者名
ふりがな

現住所

□小学生・中学生の部　□高校生・一般の部

□ 第1章　姫路のあけぼの
□ 第2章　城－千姫によせて
□ 第3章　こどもの祭
□ 第4章　栄光の世紀へ

□ 混声合唱　□ 女声合唱

）話電帯携□　CP□（liam-E

携帯電話

TEL（　　　　　）　　　　　　　　　　　FAX（　　　　　）

〒

指揮者
ふりがな

伴奏者
ふりがな

伴奏者
ふりがな

指揮者
ふりがな曲名

ふりがな

作詞者
ふりがな

作曲者
ふりがな

〔課題曲と異なる場合のみ記載〕

※アナウンスの際、一部変更させて頂く場合があります

令和5年（2023年）２月5日（日）　13：00開始
パルナソスホール（姫路市立姫路高等学校音楽ホール）

第１部…………………小学生・中学生の部
第２部…………………高校生・一般の部
無料
課題曲と自由曲
①課題曲………………合唱組曲「ひめじ」　川口汐子作詩・池辺晋一郎作曲
　　　　　　　　　　　第１章　姫路のあけぼの
　　　　　　　　　　　第２章　城－千姫によせて
　　　　　　　　　　　第３章　こどもの祭
　　　　　　　　　　　第４章　栄光の世紀へ
　　　　　　　　　　※第１章から第４章のうち、いずれか１章を選択
②自由曲………………５分以内
池辺晋一郎……………「交響詩ひめじ」作曲者、姫路市文化国際交流財団芸術監督
矢田　正一………………兵庫県合唱連盟副理事長
林　裕美子………………声楽家
最優秀賞………………賞金5万円（部門ごと各1本）
優秀賞…………………賞金3万円（部門ごと各1本）
池辺晋一郎特別賞……賞金5万円（全体から1本）
参加申込書に必要事項をご記入の上、郵送、E-mail（様式自由）、またはご持参
にてお申し込みください。

令和4年（2022年）12月19日（月）必着
パルナソスホール
〒670-0083 兵庫県姫路市辻井九丁目1番10号
TEL：079-297-1141　E-mail：parna@himeji-culture.jp

（　　　分）

（学校・クラブ等）

部 門 等

課題曲

自由曲

プロフィール等

演 

奏 

曲 

目 
出場人数（合唱）男性（　　　　　　　　 名）、女性（　　　　　　　　 名）

指揮者・伴奏者を含め　　合計（　　　　　　　　　　 名）

）度程字文002（ 等）トンイポルーピア（色特、動活な主の近最

E-mail：parna@himeji-culture.jp

令和4年（2022年）12月19日（月）必着

パルナソスホール「交響詩ひめじ」合唱コンクール 係
〒 670-

注意事項 コンクールでの
アナウンス用
コメント

「交響詩ひめじ」合唱コンクールは、姫路市制百周年を記念して1989年に制作された「交響詩ひめじ」を、
末永く、広く歌い継いでいくことを目的としています。

日　　時
会　　場
部　　門

演奏曲目

審 査 員

参 加 料

賞

申込方法

申込締切
お問い合わせ

第33回「交響詩ひめじ」合唱コンクール
募集要項

<

リ
ト
リ
キ

>

連絡者名
ふりがな

申込締切
申込先

※歌唱人数46人以内

  歌唱人数は46人以内とします。
  歌唱には適切な距離を確保してください。
  不織布マスクを正しく着用した上での歌唱を統一ルールとします。
　※体質や疾患など、特別な理由により不織布マスクの着用が困難な方については個別に対応します。
　※マスクの下にフレーム等を使用することも可能。
　　（ただし、鼻と顎のところに隙間ができない形状・サイズのものを使用すること）
　※今後の状況により開催内容が変更になる場合がございます。
　　新型コロナウイルス感染症予防対策及び、コンクール開催に伴う注意事項の詳細について、
　　最新情報をパルナソスホールのウェブサイトにてご確認ください。
  状況に応じて客席の人数を制限する場合があります。

「交響詩ひめじ」公開合唱ワークショップ（作曲者 池辺晋一郎によるレクチャー）
令和4年（2022年）12月4日（日）15:00開始予定（詳しくは募集チラシ、HPをご覧ください。）

「交響詩ひめじ」演奏会
令和5年（2023年）3月5日（日）15:00開演予定
出演:池辺晋一郎（お話）、コンクール受賞団体、姫路市吹奏楽団 ※内容が変更になる場合がございます。


